
昴第 20 回総会開催「コロナ禍を体験して

新たな合唱団「昴」を模索しよう！」  

「昴」レッスン(Ｂ班・)開催！ 

「なぜ    

 

反 

 

  

 
 

 

□ 男声合唱団「昴」第２０回総会が、「コロナ禍を体験して、新たな合唱団「昴」を模索しよう！」のテーマの

もと、8 月３０日（日）９：３０～１２：００に、大阪市立青少年センター・新大阪ココプラザ 505

号室にて開催されました。（今年の総会は、コロナ禍のもとでの開催となり、在籍者 4１名・出席者 26 名。

欠席者５名および休団者（10名中 6名）からは事前にメールや電話等での連絡で団長に権限を委任され、

総会は成立しました。） 

 

議長に吉岡 敬氏を、書記に吉川勝彦氏を選出し、団

員全員に事前に配布された「男声合唱団昴 第２０

回総会議案書」に基づき総会議案の審議が進められ

ました。 

 

○冒頭、千秋昌弘団長より、総会開会にあたり、「戦

後 75 年、昴創立 20 年、パンデミックの中での昴の

存在意義を考えよう」と開会の挨拶がありました。 

「今、昴は厳しい時期にある。でも歌い続けよう！ 

コロナへの細心の注意を払い、森林破壊、地球温

暖化、野生動物の生活縮小などを壊さず、何億年

も前から共生してきたウイルスとのバランスを壊さず、

歌い続ける道を、共に築こう。20 年以上歌い続けて

いる昴の灯を消すことなく、力を合わせよう 昴！」と 

 

○まず、立川事務局長より、「この 1年を振り返って」

のテーマで、昨年総会後(2019年 9月)から現在まで

の昴の活動報告がありました。 
１．コロナウイルス感染拡大までの、この 1 年の前半

の昴と大阪のうたごえの諸活動、 

特に「うたごえ祭典京都」での昴の活動、2月の「大阪のうたごえ祭典」の大成功と大阪のうたごえ 

の持つ力量の大きさと昴の果たした大きな役割等について、逐次報告がありました。 

２．コロナウイルス感染拡大後の諸活動の一時停滞、「13 回コンサート」の延期、定期レッスンの 3

か月の中止と、コロナウイルスへの「万全の対策」をたてたうえでの、7月からの 2班に分かれての

レッスン再開、パートレッスン、声楽レッスンの再開の模索等・・・ 

３．うたごえ新聞拡大の 1年間の拡大状況と昴の拡大活動について報告がありました。 

４．「組織部」で、「組織建設推進委員会」が立ち上がり、「団員拡大」の具体的な諸方策の実現に向け

動き出していること。コロナで一時中断した活動が現在再開される状況にあるとの報告がありまし

た。 

 男声合唱団 
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○伊藤副指揮者より、「2020 年 定期総会後の活動へ向けて」のテーマで、議案書で提示し

た内容については、読み上げは割愛し、書いていない点の補足と議案書作成後の進展につ

いての具体的な内容について、新たに配布された６頁の資料（※１）を示して、今後の活

動をいかに進めて行くか？ 具体的な問題提起が行われました。 

 

（※１）6頁の資料は以下の 4つの文書 

・「コロナ禍が続く中、『昴』の今後の活動継続に対する考え方、選択肢など」 

・「第 13回コンサート検討予算（豊中市立文化芸術ホール）」 

・「8/18にクレオ大阪中央のホール担当職員から電話で聴取した利用条件」 

・「豊中市立文化芸術センター大ホールでの利用条件」 
 

１．まず、「コロナウイルスの感染から全団員のいのちと健康を守り切ることを第 1の課題に考えること」 

全てのレッスン時にあらゆる感染防止策を講じながらの活動となる事。 

「感染疑者対応」：発熱・体調不良者の自主的欠席・来室時の体温測定の実施。 

「接触感染予防」：手指消毒・使用物品消毒。楽譜等共有使用の禁止、互いに触れ合わない。 

「飛沫感染予防」：マスクなどでの口周りを覆う、１．５ｍ以上の距離確保。室内換気を頻繁に実施・風通し

の確保。 

当面ねむかホールでの定例レッスンは、8 月同様、「三密」を避けるため、2 班 15 名以内で継続する。また

声楽教室・パートレッスン・演奏会等は安全に実施可能な条件下で開催することに最大限努力する。 

 

２．コロナウイルス感染が続く中、延期となった 13回コンサートをどうするか？昴の活動を支える財政

問題をどう乗り切るか？ 

①13回コンサートの実施の可能性を追及する。 
❍まず、次のコンサートの出演者数はどの程度となるか？ 

コロナ禍の中、7・8 月の定例レッスン参加者は 25 名、様々な事情で参加されてないメンバーは休団者を

除き 11名。8月末退団者が一人あり、新型コロナウイルスの終息は今からまだ 2年先になるという見方もあ

るので、9 月以後レッスン参加者が増えても、次のコンサートは、24～28 名程度の合唱演奏になる可能性

が高い。 

 

❍利用可能な諸施設のなかで、2つのセンター大ホールを詳細に調査した。 

利用できる諸施設のコロナ対策予防実施に伴い、利用上のさまざまな制約がある中で、実施の可能性の

ある２つのセンター、「クレオ大阪中央大ホール」「豊中市立文化芸術センター大ホール」に対する聞き取

り・問い合わせを十分行ない、財政部長の会計収支試算等も検討の上で、「豊中市立文化芸術センター

大ホール」の実現可能性が大きいのではないか。 
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13 回コン開催予定のクレオ大阪中央のホールはホール側が要求している合唱公演条件（同時に 12～13

人しか一緒に演奏できない＝詳細は別紙参照）があまりにも厳しく、開催不可と判断せざるを得なくなっ

た。 

代わる会場として「11 回コンサート」で使用した豊中市立文化芸術センター大ホールを検討中（同ホール

の開催条件も別紙参照）で、このホールは昴メンバー全員での演奏が可能。 

来年 8 月迄にまだ空いている日程は 5・6月に 3回しかない。9 月以後は毎月 1日の抽選申し込みで決ま

る。 

 

②昴の活動を支える収入は、団費以外に別途毎年 50万円程度が必要。コンサート開催での収入が第 1。

団員によるカンパ収入の方法が過去 1度経験有り。 

昴の活動を支える財政を維持していく上で、コンサート開催により資金を得るか団員の募金で賄うかの判

断が求められる。次の年度にコンサート開催による収入がなければ、その次の年度への繰越金不足となる

状況にあることも踏まえ、13回コン開催をどうするか。考えたい。 

 

３．「団内コンサート」の開催について 
 団内コンサートは、東成区民センター小ホールにて、来年 2月に実施できる見通しがある。実施する方向

が決まれば、直ぐに会場利用を申し込みたい。 

コロナ禍で合唱発表の場を失っている団員にとって、発表の場を持つことは、合唱活動の大きな励みにもな

る。また、２グループに分かれての昴レッスンの１５人規模での練習曲の発表も可能である。コロナ対策を十分

講じたうえで、開催の方向で、担当委員に協力のもと、開催の方向で考えたい。 

 

４．団員増をめざそう！ 
団長・組織部長を中心に、「組織建設推進委員会」が立ち上がり、月１回の会議で検討を重ね、「昴友の会」

の結成と「日曜団員募集」に向けての詳細な計画が立てられた。コロナ禍での中断を経て、８月から「組織建

設推進委員会」が再開され、「団員増」につながる諸活動が期待される。 

 

５．パートレッスンの充実とレッスンの工夫を！ 
パートレッスンに関して、参加者は各自がどの曲のどこを練習したいかを自己申告してください。 

 

６．各人が自己の「健康管理」に努めましょう！ 
  コロナ禍をのりきるためにも、免疫力を衰えさせないよう、「身体つくり」に努力しよう！ 

 ３密を避ける努力、ウォーキングや適度な運動、食事管理、睡眠、ストレスのできる限りの回避等コロナウイ

ルスにかからない健康管理に努めましょう！ 

 

７．「うたごえ新聞」と「季刊 うたごえ」の「定期購読者」を増やそう！ 

 「団員の拡大」や「昴コンサートの開催」等の中で、「うたごえ新聞」拡大は可能となる。また「季刊 うたごえ」

のうたごえの理論・歴史を学び、作曲家・評論家・うたごえ運動指導者等の見解を知ることによって、うたごえ

の世界が広がる」「季刊 うたごえ」を購読しよう！ 

 
○各部長から、この１年間の各部の活動報告が行われました。 

 

○伊藤技術部長から、 
１、「日うた合唱発表会」での「日日草」「朝露」での銅賞受賞、「京都うたごえ祭典」での「音楽会Ⅲ」での合同合

唱「労働者の合唱」出演等、今回も昴の対外的な合唱活動での努力・健闘についての報告がありました。 

２、１３回コンサートの実施寸前までの準備と延期後の技術部を中心にした検討・対応について、会議と調査を

重ね、今に至っていること、また今後の計画について報告がありました。（「２０２０年活動計画」と関連して） 

３．声楽教室（嶋本教室・恵谷教室）の開催・パートレッスンの開催状況についての報告がありました。 

４．１３回コンサート曲の「音源」の活用について、聴ける手だて（デバイスの購入）と聴く努力を！ 
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○岡邑組織部長から 

１．団員増を目指し、「組織建設推進委員会」を開催し、

諸計画の具体化を検討してきましたが、コロナ禍で活動

の中断を余儀なくされている。 

２月１１日段階の決定事項として 

・「友の会」規約の作成。 

・「うたう会」を「友の会」の活動の一環とする。 

・昴「友の会」結成総会の開催 「日曜団員」の募集 「女

声会員の練習」を今後行う。 

２．今後の方向について、 

・具体的に、「友の会」の立ち上げ、「日曜団員」「友の会」

の募集の具体化を図る。 

・「友の会」のマスクを作成し、マスクをつけての「友の

会」のレッスン実施。 

・「昴 X」の立ち上げの検討 

 

○吉川広報部長から 

１．この１年間の昴広報部としての「昴ニュース」と「レッスン他行事予定表」の発行状況、「昴ニュース」の発行の意

義とその必要性、今後も続けて行くこと（継続性）、また昴ＨＰの協力があっての「昴広報」であること等の説明が

あった。 

２．この１年間の特筆記事としては、うたごえ合唱発表会の「京都祭典」銅賞受賞・「京都祭典」の合同合唱の練習

段階からの記事、「大阪のうたごえ祭典」の昴の合同合唱でのレッスンから発表までの活躍記事等・・・「大阪のう

たごえに昴あり！」 

３．今後の課題として、 

①広報部員の募集 

②スマホ・インターネット時代での昴「広報」についての検討（未定） 

③記事の「投稿」の要請・・ 

 

○吉田財政部長より 

１． ２０１９年度の決算報告と会計監査報告がありました。 

（この１年間の「第１９回総会以降の財政収支報告」（別紙）の説明による。） 

・鈴木淳一監査より、帳簿・通帳等正しく記載され、１年間の収支が正しいことの監査報告がありました。 

 ２．コロナウイルス感染に伴う昴の活動休止期間のいわゆる「コロナ団費」の納入、ピアニスト・指揮者・会場賃借

料等の補償への団員の協力に対して、報告とともに謝意が述べられた。 

 

○それぞれの「報告」に基づき、「討議」が行われました。 

１、「コンサート実施時期を何時にするか？どう考えてレッスンに取り組むか？」の悩ましくも重要な意見交換が

行われた。 

○（慎重な意見として） 

❍コロナウイルス感染拡大は、９月末にい

ったん治まるか？１２月頃に大きな波（第２・

3 波）が予想される。2021 年 6 月の開催を

立てるのは危険?もう少し慎重に考え、来

年秋以降に実施した方がより安全なので

は？ 

 

❍チケット販売の対象者は高齢者が多い。

外出自粛・コロナ終息を待っているがまだ

先。チケット販売の見通しが立たない。6

月実施はまだ早い。もっと先にできない
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○（コンサート開催日を設定してレッスンに取り組もう ! の意見として） 

❍「豊中市立文化芸術センター大ホール」に対する聞き取り・問い合わせを十分行ない、財政部長の会計収

支試算等も検討の上で、「豊中市立文化芸術センター大ホール」が実現可能性が大きいのではないか（資

料「コロナ禍が続く中、「昴」の今後の活動継続に対する考え方、選択肢など）」２０２０・８・２８ 6頁建て参照）」 

現時点での 2021年 6月 20日の予約が可能か問い合わせることを行いたい。（伊藤副指揮者） 

 

❍コロナ感染終息まで、まだ 2・3 年かかるのでは。来年秋以降ということにして、コンサート計画・日程も立て

ずに、「ズルズル」と、レッスンばかりでは、レッスンに力が入らない。「目標設定してレッスンする」ことをしてほ

しい。 

 

❍「目標を設定する」ことによって、歌う曲にも元気が出てくる、その力が欲しい。来年 6 月も 9 月もソーシャル

ディスタンスは変わらないのでは。6月 20日に第 1候補会場を予約して、レッスンに取り組んでほしい。という

のが私（本並指揮者）の要望。 

 

❍来客者の集客力の問題は、会場を収容許可能力いっぱい（定員の 1/2）集める努力をするとともに、主催

者が会場設営・運営に「安全 100％」努力していることを宣伝する。（チラシや案内状に） 

 

❍10 月になっても、年末になっても、状況は大きくは変わらないのでは？目標がない状態で、レッスンをしたく

ない。コンサート日時を決めて、赤字覚悟ででもやろうという方が、「やる気」が出るので、「6 月」コンサートに

決めてほしい。 

以上のように「演奏会をどうするか」について、「早急に開催場所の押さえ（予約）」が必要であるが、

この場ですぐの採決はできない。総会後に「臨時運営委員会」を開催し、協議して決定したいので

了解して欲しい。」との立川事務局長より提案があり、団長・副団長・事務局長・各部長の総意として

の提案であるということで、反対意見無く、総会として了承しました。 
 

２．「団員増」の問題で、「組織建設推進委員会」での熱心な検討が、この 1年間おこなわれ、「友の会」「月 1

回レッスン」「日曜レッスン」の募集等具体化に向けて実現できれば画期的なことだ。今後の報告に期待する

と、建設委員の一人から発言がありました。 

 

３．新入団員として、春木谷さんと光本さんの紹介がありました。入団の感想と昴の印象、コロナ禍でも歌い続

けたいとの発言がありました。 

 

４．昴演奏を「無観客コンサート」で行い、ＤＶＤで販売して欲しい。ライブ配信・ＣＤ配信も検討に入れてほし

いとの発言がありました。 

 

○最後に、まとめの報告を立川事務局長が行った後、「これまでの「活動報告」「これからの 1年間の

活動方針」「各部からの報告」「財政収支報告・会計監査報告」のそれぞれを承認するために（２/３

賛成必要）、反対・保留の場合は挙手を求め、各項目それぞれ「反対・保留の挙手」は無く、「異議

なしの拍手」で承認しました。 

また、立川事務局長から、「2020 年度役員体制（案）」の提案があり、「運営委員会の構成委員」を

承認し、以下各部部員のメンバーは異動がある事を含めて、承認されました。 
 

○議長を解任し、本日の総会を終了しました。１１・４０終了。 

 

（※総会後、「演奏会をどうするか」について、臨時運営委員会を「新運営委員」（出席 15 名欠席 1

名）で開催しました。検討の結果、6月２０日豊中市立文化芸術センターでの 13回コンサート開催が

望ましいことを運営委員会で確認し、早速予約をしました。） 
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（参考） 英断！！ 「演奏会を決断して得たこと」 西岡茂樹先生の投稿記事より（２０２０．９．７ うたごえ
新聞） 

 8月 6日 豊中市立文化芸術センター大ホールにて、「豊中少年少女合唱団」が 50人の団員で、

定員 1344席の 1/6 250名のお客さんの前で、合唱コンサートを成功させました！ 
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